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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成26年11月１日
至 平成27年４月30日

自 平成27年11月１日
至 平成28年４月30日

自 平成26年11月１日
至 平成27年10月31日

売上高 (千円) 55,610,836 54,762,364 106,748,171

経常利益 (千円) 2,397,585 2,785,522 3,595,094

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,856,108 1,730,908 2,602,554

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 3,044,147 449,744 3,913,738

純資産額 (千円) 33,268,586 31,851,632 31,563,935

総資産額 (千円) 72,009,846 69,347,443 68,301,212

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 95.42 101.51 137.72

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.3 44.9 45.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,524,869 2,439,108 609,420

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,434,138 △839,206 △2,281,910

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 5,678,618 776,779 1,640,263

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 6,443,756 7,983,157 5,778,657
 

 

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年２月１日
至 平成27年４月30日

自 平成28年２月１日
至 平成28年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 46.46 46.94
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

正栄食品工業株式会社(E02681)

四半期報告書

 2/22



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び

連結子会社）が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用の改善など、緩やかな回復基調

が続きましたが、年明け以降、原油価格の下落や、中国や新興国の成長の鈍化による世界景気の減速

懸念が強まり、景気の先行きや為替動向が不透明な状況となりました。

食品業界におきましては、海外農産物の価格や為替の変動に加え、年初来の株安などにより消費者

マインドが低下し、依然として節約志向が続く厳しい市場環境が続いております。

このような状況にあって当社グループは、国内事業において、新商品や新たな食材の用途提案を積

極的に行うとともに、輸入原材料の海外相場や為替の変動に対するリスク低減など、仕入・購買機能

の強化に取り組み、生産子会社のインフラ整備や合理化設備投資を推し進めてまいりました。

売上面については、国内事業では、乳原料の需給が緩んだことから、輸入調整粉乳・輸入バターが

前年実績を下回りましたが、主力の乾果実ナッツ類が堅調に推移しました。海外事業では、中国国内

での製菓・製パン向けの乾果実やナッツ等の売上や中国産ナッツ・シード類の欧米輸出が堅調に推移

したものの、米国事業では、乾果実・ナッツ類の販売価格が下落基調になったことや為替換算の影響

から、売上は前年実績を下回りました。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四

半期比1.5％減の547億62百万円となりました。

利益面では、輸入食材の為替変動に伴う価格政策や、正栄グループの自社製品・生産品の販促強化

に努めたことから、営業利益は前年同四半期比22.1％増の27億29百万円、経常利益は前年同四半期比

16.2％増の27億85百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期の特別

利益計上の影響もあり、前年同四半期比6.7％減の17億30百万円となりました。
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当期のセグメントの業績は次のとおりであります。

(単位：百万円)

　
報告セグメント

調整額

(注)１

四半期連

結　　　　　　

損益計算

書　　　計上額

(注)２
日本 米国 中国 計

売　上　高 48,186 9,699 6,126 64,012 △9,250 54,762

セグメント利益 2,348 417 133 2,898 △169 2,729
 

(注) １．第１四半期連結累計期間より海外現地法人の独立性強化を図ると共に、当該法人を統括する専任部門を本

社内に新設しております。これにより、セグメント利益の調整額に含めていた全社費用（主に一般管理

費）の内、報告セグメントに帰属する費用△493百万円を各報告セグメント（日本）に帰属させておりま

す。セグメント利益の調整額△169百万円には、セグメント間消去△８百万円、全社費用△161百万円が含

まれております。

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

１　日本

日本国内の食品業界につきましては、総じて個人消費が伸び悩む中、健康志向を背景とした機能

性食品の開発や厳選食材をテーマとした付加価値商品の投入など、市場ニーズがより一層多様化し

ておりますが、スナック・シリアル市場の伸長から、レーズンなどの乾果実類やナッツ類が前年実

績を上回り、また、製菓・製パン業界についても、フルーツ加工品やアーモンド加工品等、総じて

堅調に推移いたしました。

乳製品類は、輸入調整粉乳・輸入バターが前年実績を下回り、製菓原材料やフルーツ缶詰、業務

用食材も国内需要が伸び悩む中、低調に推移いたしました。

リテール商品については、小袋プルーンが価格上昇等の影響から前年実績を下回りましたが、

アーモンド、クルミ、ミックスナッツ等の市販品が伸長し、菓子類についても掛物チョコやアソー

トチョコが販売増となりました。

これらの結果、当地域の売上高は、前年同四半期比0.8％増の481億86百万円となり、セグメント

利益は、前年同四半期比3.2％増の23億48百万円となりました。

２　米国

当地域の売上高は、クルミ事業が中国・香港向けの出荷が前年実績を下回りましたが、その他地

域への販売が堅調に推移し総出荷量は増加いたしました。しかし、ここ数年、高騰を続けたクルミ

の販売価格が下落傾向にあることから売上高は減収となりました。

プルーン事業は、カリフォルニア州の作付面積の減少と供給不足を背景に、市販品としての小袋

品向け大粒プルーンが不足するなど、販売数量において低調に推移し、また、自社のプルーン農園

の作付面積の減少もあり前年実績を下回りました。

セグメント間の内部売上高については、ここ数年、カリフォルニア州の水不足を背景に高値圏に

あったアーモンドやレーズン等が一転、需給が緩むなど相場が下落傾向にあったことから前年実績

を下回りました。

これらの結果、農産物価格の低下傾向と円高による為替換算の影響も加わり、売上高は前年同四

半期比24.0％減の96億99百万円、セグメント利益は、前年同四半期比23.2％減の４億17百万円とな

りました。
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３　中国

当地域の売上高は、山東省青島市および吉林省延吉市に所在する生産子会社２社は、主に日本お

よび欧米向けにフルーツ加工品やナッツ・シード類を生産・出荷しておりますが、その販売実績は

前年を上回るなど堅調に推移し、また、中国内の外部顧客向けに生産している新規リテール商品等

の自社製品も、稼働および操業度の改善から採算性が良化し、販売量も増加いたしました。

香港地区および中国内の販売状況については、近年、国内の食に対する安心・安全に対する関心

が非常に高く、日本製品や日系企業に対する市場ニーズの高まりの中、製菓・製パン業界を中心に

販売網の拡充に努めてまいりましたが、リーマン・ショック以来の貿易額の減少や、景気減速に伴

うクルミ等の食品原料ビジネスの縮小から、販売額が前年を下回るなど低調に推移いたしました。

これらの結果、当地域の売上高は、前年同四半期比2.2％増の61億26百万円となり、セグメント利

益は、前年同四半期比143.0％増の１億33百万円となりました。

（２） 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ10億46百万円増加し、693億47

百万円となりました。その主な要因は、流動資産については、「商品及び製品」が15億７百万円、

「受取手形及び売掛金」が４億17百万円それぞれ減少したものの、「現金及び預金」が22億４百万

円、「原材料及び貯蔵品」が14億76百万円それぞれ増加したことから、前連結会計年度末に比べ19

億38百万円増加し、496億49百万円となりました。固定資産は、有形固定資産が３億13百万円、無形

固定資産が18百万円、投資その他の資産が５億61百万円それぞれ減少したことから、前連結会計年

度末に比べ８億92百万円減少し、196億98百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ７億58百万円増加し、374億95百万円となりました。その主

な要因は、流動負債については、「短期借入金」が22億37百万円減少したことから、前連結会計年

度末に比べ19億42百万円減少し、308億42百万円となりました。固定負債は、「繰延税金負債」が１

億93百万円減少したものの、「長期借入金」が28億98百万円増加したことから、前連結会計年度末

に比べ27億１百万円増加し、66億53百万円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億87百万円増加し、318億51百万円となりました。その

主な要因は、「その他有価証券評価差額金」が２億64百万円、「繰延ヘッジ損益」が３億88百万

円、「為替換算調整勘定」が６億36百万円それぞれ減少したものの、「利益剰余金」が15億68百万

円増加したことによるものです。
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（３） キャッシュ・フローの状況

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、24億39百万円（前年同四半期の使用した資金は35億24百万円）

となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益27億71百万円、減価償却費９億26百万円、

売上債権の減少２億57百万円、たな卸資産の増加７億27百万円、仕入債務の減少３億79百万円、法

人税等の支払額10億72百万円等によるものです。

前年同四半期比で資金が増加となりました要因は、税金等調整前四半期純利益が前年同四半期に

比べ２億59百万円減少したものの、たな卸資産の増加額が前年同四半期に比べ62億99百万円減少

（前年同四半期のたな卸資産の増加は70億27百万円）したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、８億39百万円（前年同四半期の使用した資金は14億34百万円）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得によるものです。

前年同四半期比で使用した資金が減少となりました要因は、有形固定資産の取得による支出額が

減少したことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、７億76百万円（前年同四半期の得られた資金は56億78百万円）

となりました。これは主に、長期借入金33億50百万円の借入による収入、短期借入金、長期借入金

の返済による支出がそれぞれ19億55百万円、４億23百万円、配当金１億61百万円の支払いによるも

のです。

前年同四半期比で資金が減少となりました要因は、短期借入金の返済による支出額の増加による

ものです。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はあり

ません。

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

EDINET提出書類

正栄食品工業株式会社(E02681)

四半期報告書

 6/22



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,585,000

計 48,585,000
 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年４月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年６月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,159,914 21,159,914
 東京証券取引所
 市場第二部

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は100
株であります。

計 21,159,914 21,159,914 ― ―
 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成28年２月１日から
平成28年４月30日

― 21,159,914 ― 3,379,736 ― 3,042,770

 

(6) 【大株主の状況】
  平成28年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

正栄食品工業株式会社 東京都台東区秋葉原５－７ 4,109 19.4

本多興産有限会社 東京都台東区秋葉原５－７ 1,322 6.2

正栄プラザ株式会社 東京都大田区中央１－９－１７ 1,321 6.2

正栄食品取引先持株会 東京都台東区秋葉原５－７ 707 3.3

本 多 秀 光 東京都文京区 618 2.9

株式会社みずほ銀行（常任代理
人資産管理サービス信託銀行株
式会社）

東京都千代田区大手町１－５－５（東京都中
央区晴海１－８－１２晴海アイランドトリト
ンスクエアオフィスタワーＺ棟）

545 2.6

本 多 市 郎 東京都大田区 483 2.3

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 456 2.2

株式会社明治 東京都江東区新砂１－２－１０ 428 2.0

正栄食品グループ従業員持株会 東京都台東区秋葉原５－７ 424 2.0

計 ― 10,418 49.2
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

― ― 普通株式

4,109,300

完全議決権株式(その他)
 普通株式

170,189 ―
17,018,900

単元未満株式
 普通株式

― ―
31,714

発行済株式総数 21,159,914 ― ―

総株主の議決権 ― 170,189 ―
 

② 【自己株式等】

  平成28年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

正栄食品工業株式会社
東京都台東区秋葉原５－７ 4,109,300 ― 4,109,300 19.4

計 ― 4,109,300 ― 4,109,300 19.4
 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

(平成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年２

月１日から平成28年４月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年11月１日から平成28年４月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを

受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年10月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年４月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,778,657 7,983,157

  受取手形及び売掛金 ※  22,151,486 21,733,644

  商品及び製品 14,269,611 12,762,460

  仕掛品 672,394 1,016,637

  原材料及び貯蔵品 3,133,905 4,610,186

  繰延税金資産 713,571 697,344

  その他 999,773 851,994

  貸倒引当金 △9,200 △6,227

  流動資産合計 47,710,200 49,649,198

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 8,057,173 7,765,998

   機械装置及び運搬具（純額） 4,367,821 4,209,340

   工具、器具及び備品（純額） 244,992 301,303

   土地 2,360,013 2,359,557

   リース資産（純額） 210,691 179,804

   建設仮勘定 441,041 562,595

   その他（純額） 124,926 114,995

   有形固定資産合計 15,806,661 15,493,594

  無形固定資産   

   ソフトウエア 51,947 48,826

   その他 170,465 155,347

   無形固定資産合計 222,413 204,173

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,775,050 3,315,286

   繰延税金資産 38,705 27,298

   その他 796,806 706,781

   貸倒引当金 △48,625 △48,889

   投資その他の資産合計 4,561,936 4,000,477

  固定資産合計 20,591,011 19,698,245

 資産合計 68,301,212 69,347,443
 

 

EDINET提出書類

正栄食品工業株式会社(E02681)

四半期報告書

11/22



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年10月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年４月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  11,578,632 ※  11,071,633

  短期借入金 15,931,802 13,694,094

  1年内返済予定の長期借入金 767,000 795,504

  未払法人税等 946,129 867,565

  賞与引当金 817,100 608,876

  役員賞与引当金 49,960 21,060

  その他 2,694,174 3,783,456

  流動負債合計 32,784,798 30,842,189

 固定負債   

  長期借入金 2,110,650 5,008,778

  退職給付に係る負債 344,720 362,366

  役員退職慰労引当金 251,672 250,780

  繰延税金負債 992,310 798,879

  その他 253,125 232,818

  固定負債合計 3,952,477 6,653,621

 負債合計 36,737,276 37,495,811

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,379,736 3,379,736

  資本剰余金 3,042,770 3,042,770

  利益剰余金 24,772,297 26,341,225

  自己株式 △3,700,880 △3,700,947

  株主資本合計 27,493,923 29,062,784

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,714,801 1,450,370

  繰延ヘッジ損益 55,888 △332,649

  為替換算調整勘定 1,601,230 964,363

  その他の包括利益累計額合計 3,371,920 2,082,085

 非支配株主持分 698,090 706,761

 純資産合計 31,563,935 31,851,632

負債純資産合計 68,301,212 69,347,443
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
　至 平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

売上高 55,610,836 54,762,364

売上原価 47,965,683 46,741,946

売上総利益 7,645,152 8,020,418

販売費及び一般管理費 ※1  5,409,609 ※1  5,290,976

営業利益 2,235,543 2,729,441

営業外収益   

 受取利息 9,547 5,063

 受取配当金 13,324 17,290

 為替差益 145,765 -

 持分法による投資利益 9,956 16,377

 受取保険金 4,616 67,126

 その他 116,623 91,245

 営業外収益合計 299,833 197,103

営業外費用   

 支払利息 78,265 92,922

 為替差損 - 37,786

 支払補償費 42,458 -

 その他 17,067 10,313

 営業外費用合計 137,791 141,022

経常利益 2,397,585 2,785,522

特別利益   

 固定資産売却益 517 1,357

 保険差益 ※2  652,453 -

 特別利益合計 652,970 1,357

特別損失   

 固定資産除却損 7,000 15,277

 減損損失 12,457 -

 その他 37 414

 特別損失合計 19,494 15,692

税金等調整前四半期純利益 3,031,061 2,771,187

法人税、住民税及び事業税 771,768 843,539

法人税等調整額 391,479 177,794

法人税等合計 1,163,248 1,021,333

四半期純利益 1,867,813 1,749,854

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,705 18,945

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,856,108 1,730,908
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
　至 平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

四半期純利益 1,867,813 1,749,854

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 530,973 △274,705

 繰延ヘッジ損益 △70,765 △388,537

 為替換算調整勘定 716,125 △636,866

 その他の包括利益合計 1,176,333 △1,300,109

四半期包括利益 3,044,147 449,744

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,027,301 441,073

 非支配株主に係る四半期包括利益 16,846 8,670
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年11月１日
　至 平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年11月１日
　至 平成28年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 3,031,061 2,771,187

 減価償却費 951,833 926,466

 減損損失 12,457 ―

 支払利息 78,265 92,922

 為替差損益（△は益） △107,760 95,935

 引当金の増減額（△は減少） △103,056 △240,724

 売上債権の増減額（△は増加） △2,768,533 257,327

 たな卸資産の増減額（△は増加） △7,027,012 △727,044

 仕入債務の増減額（△は減少） 2,621,759 △379,873

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △296,298 148,367

 その他 △535,475 625,441

 小計 △4,142,760 3,570,006

 利息及び配当金の受取額 30,878 30,366

 利息の支払額 △74,631 △88,332

 法人税等の支払額 △548,355 △1,072,932

 保険金の受取額 1,209,999 ―

 営業活動によるキャッシュ・フロー △3,524,869 2,439,108

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,425,540 △790,637

 有形固定資産の売却による収入 638 2,087

 投資有価証券の取得による支出 △6,257 △6,865

 その他 △2,979 △43,791

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,434,138 △839,206

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 4,705,014 △1,955,123

 長期借入金の返済による支出 △310,700 △423,368

 長期借入れによる収入 1,500,000 3,350,000

 自己株式の取得による支出 ― △66

 リース債務の返済による支出 △50,362 △32,681

 配当金の支払額 △165,332 △161,980

 財務活動によるキャッシュ・フロー 5,678,618 776,779

現金及び現金同等物に係る換算差額 186,211 △172,181

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 905,821 2,204,499

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 47,058 ―

現金及び現金同等物の期首残高 5,490,876 5,778,657

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  6,443,756 ※  7,983,157
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【注記事項】

(持分法適用の範囲の変更）

第１四半期連結会計期間より、オーストラリアドライフルーツ株式会社は清算のため、持分法

適用の範囲より除外しております。

(会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成25年９月13

日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間か

ら適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金と

して計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更

いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間

の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変

更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映

させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っています。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第

44－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しています。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありませ

ん。

(追加情報)

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正

する等の法律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月29日に国会で成立し、平成28年４月１日

以降に開始する連結会計年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴

い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の33.0％から平成28年

11月１日及び平成29年11月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については

30.8％に、平成30年11月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異について

は、30.6％となります。

なお、この税率変更による影響は軽微であります。　
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(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しており

ます。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 前連結会計年度
(平成27年10月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年4月30日)

受取手形 　　　　285,650千円 　　　 247,197千円

支払手形 　　　　　1,390千円 　　　　　　 ―千円
 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　 前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年11月１日
　至　平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年11月１日
　至　平成28年４月30日)

従業員給与手当 1,204,869 千円 1,211,095 千円

荷造運送費 1,339,154 　 1,359,646 　

退職給付費用 51,141 　 67,921 　

賞与引当金繰入額 304,609 　 320,068 　

役員賞与引当金繰入額 29,420 　 21,060 　

役員退職慰労引当金繰入額 16,681 　 16,158 　

倉敷料 430,372 　 446,944 　
 

※２ 保険差益

（前第２四半期連結累計期間）

米国会計基準を適用している連結子会社であるSHOEI FOODS(U.S.A.),INC.の工場において、平

成26年５月31日に発生した火災に係る保険金受領額1,510,444千円から、焼失したたな卸資産お

よび固定資産の帳簿価額857,991千円を控除した金額を計上しています。

（当第２四半期連結累計期間）

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係は、次のとおりであります。
 前第２四半期連結累計期間

(自 平成26年11月１日
 至 平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年11月１日
　至　平成28年４月30日)

 

現金及び預金                    6,443,756 千円 7,983,157 千円

現金及び現金同等物 　　　　　　　　　　6,443,756
　

7,983,157
　

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成26年11月１日　至　平成27年４月30日)

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月29日
定時株主総会

普通株式 165,332 8.5 平成26年10月31日 平成27年１月30日 利益剰余金
 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月12日
取締役会

普通株式 165,332 8.5 平成27年４月30日 平成27年７月10日 利益剰余金
 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成27年11月１日　至　平成28年４月30日)

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月28日
定時株主総会

普通株式 161,980 9.5 平成27年10月31日 平成28年１月29日 利益剰余金
 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月13日
取締役会

普通株式 170,505 10.0 平成28年４月30日 平成28年７月８日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年11月１日 至 平成27年４月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２日本 米国 中国 計

売上高       

  外部顧客への売上高 47,640,944 4,454,069 3,515,822 55,610,836 ― 55,610,836

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

172,747 8,303,622 2,481,777 10,958,147 △10,958,147 ―

計 47,813,692 12,757,691 5,997,599 66,568,983 △10,958,147 55,610,836

セグメント利益 2,276,240 543,288 54,857 2,874,387 △638,843 2,235,543
 

(注) １．セグメント利益の調整額△638,843千円には、セグメント間消去15,373千円、全社費用△654,217千円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２日本 米国 中国 計

売上高       

  外部顧客への売上高 47,676,560 3,876,686 3,209,117 54,762,364 ― 54,762,364

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

510,170 5,822,895 2,917,569 9,250,635 △9,250,635 ―

計 48,186,731 9,699,581 6,126,686 64,012,999 △9,250,635 54,762,364

セグメント利益 2,348,003 417,497 133,312 2,898,813 △169,371 2,729,441
 

(注) １．第１四半期連結累計期間より海外現地法人の独立性強化を図ると共に、当該法人を統括する専任部門を本社

内に新設しております。これにより、セグメント利益の調整額に含めていた全社費用（主に一般管理費）の

内、報告セグメントに帰属する費用△493,108千円を各報告セグメント（日本）に帰属させております。セ

グメント利益の調整額△169,371千円には、セグメント間消去△8,262千円、全社費用△161,109千円が含ま

れております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第２四半期連結累計期間

(自　平成26年11月１日

　至　平成27年４月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成27年11月１日

　至　平成28年４月30日)

１株当たり四半期純利益金額 95.42 円  101.51円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,856,108 1,730,908

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額(千円)
1,856,108 1,730,908

普通株式の期中平均株式数(千株) 19,450 17,050
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２ 【その他】

第69期(平成27年11月１日より平成28年10月31日まで)の中間配当については、平成28年６月13日

開催の取締役会において、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　170,505千円

（2）１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　　　　　 10円00銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日 　　 平成28年７月８日

（注）平成28年４月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。

EDINET提出書類

正栄食品工業株式会社(E02681)

四半期報告書

20/22



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年６月10日

正栄食品工業株式会社

取締役会  御中

 

  有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   飯　野　健　一　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   平　野　雄　二　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている正栄食品工業株

式会社の平成27年11月１日から平成28年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年２月１日から

平成28年４月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年11月１日から平成28年４月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、正栄食品工業株式会社及び連結子会社の平成28年４月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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